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避難所や集客施設の天井の安全性

川口研究室における調査
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阪神大震災('95)と集客施設の安全性

体育館等の大屋根施設は地震でほとんど倒壊しない。

体育館等は避難所として重要な役割を果たす。

しかし、避難所として機能しない場所が多数あった。
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阪神大震災以降の大きな震災

倒壊した鉄骨体育館やホールは一棟もない。

6

2011年3月11日 東日本大震災
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倒壊した鉄骨体育館やホールは一棟もない。

避難所の安全性の確認
建築の専門家でない施設管理者が
見落としなく施設の安全性を点検する必要がある

画像データを用いたＡＩ(深層学習)の活用
急速に広まりつつある技術が建築にはまだ少ない

画像データを用いた深層学習による
天井の被害検出システムの開発

大成学術財団 第1回(2018)
応募⇒採択

→写真画像から,
損傷の有無を判定できないか
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深層学習による天井被害度判定及び損傷個所の発見
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9 深層学習の導入と畳み込みニューラルネットワーク(ＣＮＮ)法

3次元フィルターによるカラー画像の畳み込み

フィルターによるエッジの抽出
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深層学習モデルの作成と最適化および天井の画像データベース

損傷無し 損傷あり
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川口研究室の過去の調査時の多数の被害写真を用いることができる。
１枚の画像から危険度を判定する数値を出力する

天井の被害度判定および評価部分の可視化 12

Original

Saliency map

Grad‐CAM

Result examples of the TF_VGG19 model (2)

撮影者とインタラクティブに損傷個所を同定する



システムフローチャート

The ceiling damage detection system
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2018年度の自己評価

画像データを用いた深層学習による天井の被害

検出システムの開発は、予定通り達成できた。
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社会実装のためのWeb上の公開を目指した取り組み

大阪大学 水本旭洋

奈良先端科学技術大学院大学 松田裕貴
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スマートフォンで使えるＷｅｂ上アプリ tenjo-check の開発
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スマートフォンのカメラで撮った写真をそのまま判定！

撮影者とインタラクティブに損傷個所を同定する
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2019年度の自己評価

スマートフォンを用いたWeb上アプリの開発も

一通り行うことができ、当初目的を概ね達成で

きた。東京大学施設部との協力による社会実

装を準備した。

2018,2019年度を通しての自己評価

天井安全性へのＡＩの適用は研究上初めての

挑戦であったが、ほぼ満足いく結果であった。

さらに機能を拡張し、より広い社会実装を進め

ていけると考えている。

1. 研究背景

2. 2018年度の研究

3. 2019年度の研究

4. 現状と今後

大成学術財団 2018,19年度 研究助成

画像データを用いた深層学習による
天井の被害検出システムの開発

研究代表者 川口健一

東大施設部の保全活動への実装

東京大学施設部,水本,松田,幸田
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東大施設部の保全カルテへの実装 19

1. 学習の強化

2. ＵＩの改善

3. 撮影画像のデータベース化

4. さらなる社会実装への課題

東大施設部の保全カルテプロジェクトとの共働

画像データを用いた深層学習による
天井の被害検出システムの開発

現状と今後
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